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　スーパーウォール工法は、建設大臣認定機関　財団法人　国土開発技術研究センターにおいて、学識経験者か
らなる「スーパーウォール工法に関する一般土木工法・審査証明委員会」のもと厳しい審査の末、技術審査証明
を取得した工法です。

　建設省においては、民間において自主的に開発された建設技術の内容について審査証明等を行い、民間におけ
る研究開発の促進、及び新技術の建設事業への適当かつ迅速な導入を図り、もって建設技術の水準の向上に寄与
することを目的として『民間建設技術の技術審査・証明事業認定規定』（昭和62年7月28日建設省告示第1451号）
を創設している。
　また、財団法人　国土開発技術研究センターにおいては上記認定規定に基づく建設大臣の認定（昭和62年11月
26日建設省告示第1992号）をうけ『一般土木工法・技術審査証明事業』を実施している。

制度の概要

技術審査証明取得　　プレキャスト擁壁に革命！！
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擁壁底版部を（プレキャストコンクリート）+（現場打ちコンクリート）とした一体化工法である為、設計条件に合っ

た底版幅で施工出来、経済的であり、 高盛土の対応が可能である。

一般のプレキャスト擁壁に比較して、底版の現場打ちコンクリートにより延長方向の一体化が出来、構造物全体

としての安全性が期待出来る。

施工写真例
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SPW-1号（L型）、2号（逆T型）現場打部寸法図及び据付け歩掛り（数量表）

SPW-1号（L型） q=10kN/m2 H
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〔据付歩掛り及び数量表〕

数
　
量
　
表

据
付
歩
掛

区　分 単　位 8.0 7.5 7.0 6.5 6.0 5.5 5.0 4.5 4.0 3.5 3.0 2.5
スーパーウォール
中 詰 部 メ ッ シ ュ
ア ン カ ー 鉄 筋
組 立 筋
中詰めコンクリート
底版現場打コンクリート
同 上 型 枠
接 着 剤

世 話 役
ブ ロ ッ ク 工
普 通 作 業 員
トラッククレーン

〃
諸 雑 費 率

本
kg
kg
kg
m3

m3

m2

kg

人
人
人
日
容量
％

5 
85.90 

1972.49 
358.80 
2.66 
27.53 
7.8 

158.11

1.00 
3.00 
4.00 
1.00
50ton

0.71 
2.14 
2.86 
0.71
45ton

0.56 
1.68 
2.24 
0.56 
45ton
9

0.40 
0.80 
1.60 
0.40 
25ton

0.30 
0.60 
1.30 
0.30 
15ton

5 
85.90 

1829.21 
312.00 
2.66 
20.97 
6.8 

143.33

5 
74.82 

1685.93 
312.00 
2.22 
17.73 
6.3

125.02

5 
74.82 

1542.65 
249.60 
2.22 
15.84 
6.3

125.02

5 
53.20 

1418.47 
265.20 
1.54 
12.82 
5.4 

93.66

5 
53.20 
978.88 
234.00 
1.54 
11.24 
5.4 

94.30

5 
53.20 
643.50 
119.40 
1.12 
8.39 
4.5 

85.73

5 
42.45 
442.42 
139.30 
0.94 
8.77 
4.5 

69.86

5 
42.45 
367.54 
119.40 
0.76 
6.47 
4.0 

66.05

5 
31.14 
370.03 
139.30 
0.56 
7.08 
4.0 

51.84

5 
31.14 
295.15 
61.60 
0.42 
5.03 
3.5

48.64

5 
31.14 
152.44 
50.40 
0.42 
3.98 
3.5

48.64

H

基礎コンクリート、同型枠、基礎枠石、裏込め材については別途計上

(10m当り)

SPW-2号（逆T型） q=10kN/m2 H
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〔据付歩掛り及び数量表〕

数
　
量
　
表

据
付
歩
掛

区　分 単　位 8.0 7.5 7.0 6.5 6.0 5.5 5.0 4.5 4.0 3.5 3.0 2.5
スーパーウォール
中 詰 部 メ ッ シ ュ
ア ン カ ー 鉄 筋
組 立 筋
中詰めコンクリート
底版現場打コンクリート
同 上 型 枠
接 着 剤

世 話 役
ブ ロ ッ ク 工
普 通 作 業 員
トラッククレーン

〃
諸 雑 費 率

本
kg
kg
kg
m3

m3

m2

kg

人
人
人
日
容量
％

5 
85.90 

1586.27 
312.00 
2.66 
19.65 
12.3 

164.13

1.00 
3.00 
4.00 
1.00
50ton

0.71 
2.14 
2.86 
0.71
45ton

0.56 
1.68 
2.24 
0.56 
45ton
9

0.40 
0.80 
1.60 
0.40 
25ton

0.30 
0.60 
1.30 
0.30 
15ton

5 
85.90 

1442.99 
280.80 
2.66 
17.61 
12.3 

164.13

5 
74.82 

1347.47 
280.80 
2.22 
15.2 
11.3

144.22

5 
74.82 

1204.19
249.60 
2.22 
13.31 
11.3 

144.22

5 
53.20 

1042.07 
249.60 
1.54 
10.42 
9.9 

111.26

5 
53.20 
751.76 
218.40 
1.54 
9.38 
9.9 

111.9

5 
53.20 
498.89 
129.35 
1.12 
7.49 
8.5 

101.73

5 
42.45 
364.05 
149.25 
0.94 
7.87 
8.5 

85.86

5 
42.45 
290.99 
92.05 
0.76 
5.67 
7.5 

80.45

5 
31.14 
274.76 
111.95 
0.56 
5.88 
7.5 

66.24

5 
31.14 
229.41 
61.60 
0.42 
4.68 
6.5 

61.44

5 
31.14 
144.48 
50.40 
0.42 
4.33 
6.5 

61.44

H

基礎コンクリート、同型枠、基礎枠石、裏込め材については別途計上

(10m当り)
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たて壁上部に傾斜をつけることにより現場にマッチした施工ができる。

ボックスカルバートアプローチ部使用例〔日本道路公団〕

橋梁アプローチ部使用例

施工写真例
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搬入・荷おろし

据付け状況

コーナー部現場打ち処理例
〔施工前…製品鉄筋出し〕

基礎コンクリートにアングル定規使用例 笠上げブロック施工例

〔施工後〕 横断暗渠工及び斜切り加工

施工写真例

アングル定規

アングル

空練モルタル

基礎コンクリート

基礎砕石

※施工例の様にアングル定規を入れる事
　により、施工性が非常に高まります。
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中詰部メッシュ詳細

呼び名
H

ア　　ン　　カ　　ー　　鉄　　筋
上　側（曲げ加工） 下　側（ネジ加工）

組　　　立　　筋

本　数本　数 径径 長さ（mm）本　数径 長さ（mm）

上部アンカー鉄筋 組立筋

中詰部メッシュ 下部アンカー鉄筋

上部アンカー鉄筋

組立筋

組立筋

（ネジ加工）

下部アンカー鉄筋

（ネジ加工）

（曲げ加工）
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　　　　　　　（P10参照）
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〔１〕SPW-1号

現場打ち底版部詳細
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※アンカー筋下側はネジ加工が必要です。
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中詰部メッシュ詳細

呼び名
H

ア　ン　カ　ー　鉄　筋 組　立　筋 ア　ン　カ　ー　鉄　筋 組　立　筋

後　　　底　　　版 前　　　底　　　版

上　側（曲げ加工） 下　側（ネジ加工）

本数径 長さ（mm） 本数径
径 本数

長さ（mm）

上　側（ネジ加工） 下　側（ネジ加工）

本数径 長さ（mm） 本数径
径 本数

長さ（mm）

後底版上部
アンカー鉄筋

後底版上部アンカー鉄筋

後底版組立筋

中詰部
メッシュ

後底版下部
アンカー鉄筋

前底版下部
アンカー鉄筋 （ネジ加工）

（曲げ加工）

（ネジ加工）

（ネジ加工）

（ネジ加工）

前底版上部アンカー鉄筋

前底版上部アンカー鉄筋

前底版組立筋

NSボンドスーパー塗付面
（P10参照）

前底版下部アンカー鉄筋

（ネジ加工）

後底版下部アンカー鉄筋
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後底版組立筋

（ネジ加工）
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〔２〕SPW-2号

8000 

7500 

7000 

6500 

6000 

5500 

5000 

4500 

4000 

3500 

3000 

2500

D25

D25

D25

D25

D25

D22
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D16
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D10

D10

D10

D10
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※前底版アンカー筋及び後底版アンカー筋下側はネジ加工が必要です。

現場打ち底版部詳細
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強度確認試験

スーパーウォール工法につきましては建設大臣

認定機関　財団法人国土開発技術センターに於

いて技術審査の際に、底版継手部合成一体化の

確認試験を行っています。

ここでは実際に現場で施工される手順により、

供試体を作成し、室内実験を行いましたので以

下に御紹介致します。

１．供試体の作成

図に示すように試験体をセットし、100tf外圧試験機により載荷しました。

以上の試験により、底版継手部における新旧コンクリートの合成一体化と、接着剤の効果が確

認されスーパーウォール工法は、擁壁構造物として十分安全である事が証明されました。

２．載荷試験方法

３．試 験 結 果

接着剤使用：No.1 接着剤無使用：No.2

試　験　結　果

No.1（接着剤使用）

No.2（接着剤無使用）

差

ゲ ー ジ よ る
ヒビ割れ荷重

13,200kgf

8,000kgf

5,200kgf

22,000kgf

16,600kgf

5,400kgf

2本

1本

目 視 に よ る
ヒビ割れ荷重

最大3 0 t f の
ヒビ割れ荷重

1200 1100 200

H
＝
3
5
0
0

荷重
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接着剤（NSボンドスーパー）

　従来、新旧コンクリート構造物の打継ぎ工事には主としてエポキシ系の接着剤が採用されていますが、エポキシ系
接着剤は高価であると共に、スーパーウォール継ぎ足し面に塗布してから極めて短時間内に新コンクリートの打設
と、継ぎ足し面乾燥等の施工上の制約があります。NSボンドスーパーは、エポキシ系接着剤の短所を解消すべく開発さ
れたポリマーセメント系であり、セットされている粉体ベースと混和液とを水で混練りするだけで施工できます。

●NSボンドスーパー施工後、新コンクリートの継ぎ
　足しまでの時間（オープンタイム）は2週間までとれ、
　作業工程に制約がありません。

■長いオープンタイム
●粉体ベースと混和液とを水で混練りするだけで、吹
　付施工、またはコテ塗りができ短時間に大面積の
　施工ができます。
●主成分がセメント系なので継ぎ足し面のスーパー
　ウォールが湿っていても施工ができます。
●有機溶剤を含まないので火気の心配がありません。

■優れた作業性

●収縮率が小さく亀裂の心配がありません。
●無機物が主成分ですので高温に耐えます。

■その他

●スーパーウォール相当の強度を有していますので構
　造体として使用できます。

■高い強度

●エポキシ系接着剤と同等の接着力を発揮し、新旧の
　コンクリートが一体となり、長期耐久性に優れて
　います。

■優れた接着力

●スーパーウォール継ぎ足し面には所定のアンカー筋、
　組立筋の設置を行なう。

■鉄筋等の設置

●スーパーウォール継ぎ足し面の脆弱部分、レイタンス
　はワイヤーブラシ等で除去水洗い清掃。特に油脂分含
　浸箇所はハツリ目荒しを行なう。

■清掃の徹底

●NSボンドスーパーを必要量混練りしスタッコガンまた
　はモルタルガンで２回に分け２～３mm厚に吹付ける。
●１平方メートル当り3.2kgf（粉体量）を目安とする。
●NSボンドスーパー施工後、ドライアウト防止のため、
　施工翌日から散水養生を十分に行なう。

■NSボンドスーパーの施工

●NSボンドスーパー施工後配筋を行なう場合は施工面を
　傷付けないようにする。

■配筋

●新コンクリートの打設はNSボンドスーパー施工後翌日
　から２週間以内に行なう。

■スーパーウォール継ぎ足し部の乾燥がはげしい場合はボ
　ンドスーパー施工前に散水して下さい。
■NSボンドスーパー施工後、新コンクリート継ぎ足しま
　で間隔があく場合、土・油脂分等の異物の付着がないよ
　うにしてください。
■過度の混水量による軟練りは、材料強度の低下となりま
　すので所定水量を厳守してください。
■気温３℃以下の施工はさけてください。
■その他添加剤は混入しないでください。

■新コンクリート打設

●NSボンドスーパー施工 ●コンクリート打設完了

施工方法

N S ボンドスーパー混練方法

標準使用量（粉体量）

■２mm厚　3.1m2/10kgf （3.2kgf/m2）

試験成績

NSボンドスーパーの物性

新旧コンクリート接着強さ

試　験　項　目 試　験　値 試　験　方　法

保水率 JIS A 6904

JIS A 1404

JIS A 1404

吸水率

透水比
長さ変化率

NSボンドスーパー施工後 接着強度（kgf/cm2）

コンクリート打継ぎ時間 材令14日 材令28日
破　断　箇　所

1日 16.4 19.7

16.7 19.67日
18.5 21.4

新コンクリート
内部14日

17.2 22.030日

28日
曲げ強さ 28日
圧縮強さ 28日

コンクリート接着強さ 28日

24時間

2分 99.2％
97.7％

8.0％

0.50
JIS A 1129-4.9×10-4

416kgf/cm2

27.4kgf/cm2

10分

130kgf/cm2 JIS R 5201
JIS R 5201

建研式

施工上の注意

荷 姿

■粉体ベース
混　和　液
合　計

NET 10 kgf ポリ袋

ポリ容器
ペール缶2セット入り

NET 1.0kgf
22.0kgfセット

■プライマー：NSハイフレックスHF-1000　18kgf缶入り
3倍希釈液塗布　150gf/m2（360m2/18kgf）

｝
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